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住宅地に、商店街に大型道路いらないとたくさんの意見

東
京
都
は
、
今
後
の
都
市
計
画
道
路
の
在
り
方
を
決
め
る
方
針
案
の
公
表
と
同

時
に
実
施
さ
れ
た
意
見
募
集
を
多
く
の
市
民
・
都
民
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
な
く
一

か
月
の
短
い
期
間
だ
け
お
こ
な
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
私
た
ち
市
民
の
会
で
は
、
会
報
（
前
号
）
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
可
能
な
範
囲
で
該
当
路
線
周
囲
に
お
知
ら
せ
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
意
見
が
都
に
提
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

私
は
３
・
４
・
３
号
線
に
囲
ま
れ
た

地
域
に
住
む
住
民
の
一
人
と
し
て
、
当
該

道
路
を
整
備
す
る
路
線
と
す
る
（
案
）
は
、

市
民
生
活
の
実
態
を
無
視
し
た
机
上
の
空

論
で
あ
る
と
考
え
、
全
く
同
意
で
き
ま
せ

ん
。北

側
に
農
工
大
通
り
、
南
側
は
連
雀
通

り
、
西
側
は
東
大
通
り
と
三
方
が
大
き
な

道
路
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
住
宅
区
域
に
、

そ
の
住
宅
を
つ
ぶ
し
て
幅
16
ｍ
の
大
道
路

を
貫
通
さ
せ
る
と
い
う
必
要
性
は
一
体
何

な
の
で
し
ょ
う
か
。
全
く
理
解
で
き
ま
せ

ん
。
通
る
車
の
量
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る

騒
音
、
な
ど
の
公
害
が
拡
大
し
ま
す
。

（
案
）
で
は
、
東
小
学
校
の
東
側
を
通

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
通
学
途
上
の

小
学
生
を
交
通
事
故
の
危
険
に
さ
ら
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

道
路
計
画
は
自
動
車
優
先
、
公
共
事
業

優
先
が
本
質
で
は
な
い
か
。
人
口
減
少
、

高
齢
化
の
い
ま
、
人
命
と
暮
ら
し
本
位
の

都
市
で
あ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
、
マ
イ
カ
ー

利
用
は
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
お
り
、
地
球
温

暖
化
対
策
が
ま
す
ま
す
切
実
と
な
っ
て
お

り
、
逆
行
し
て
い
る
。

小
金
井
の
い
ま
あ
る
自
然
環
境
を
少
し

で
も
守
り
、
保
全
す
る
こ
と
が
未
来
へ
の

伝
言
、
財
産
に
な
る
。
こ
れ
以
上
環
境
を

破
壊
す
れ
ば
、
人
間
の
ノ
ー
マ
ル
な
暮
ら

し
は
も
っ
と
悪
化
す
る
。
環
境
は
取
り
戻

せ
な
い
。
税
の
ム
ダ
づ
か
い
で
は
な
い
か
。

東
小
金
井
駅
南
口
側
の
商
店
街
に
大
き

な
道
路
は
い
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
買
い

物
が
で
き
る
今
の
状
態
が
良
い
で
す
。
こ

れ
以
上
の
道
路
拡
大
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
道
路
に
よ
り
、
人
生
設
計

が
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
現

状
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
机
上
の
計
算

だ
け
で
は
な
く
、
生
活
状
況
を
よ
く
見
て

下
さ
い
。
無
駄
な
お
金
は
使
わ
な
い
よ
う

に
。
こ
の
街
の
す
た
れ
る
原
因
に
な
る
の

で
は
？

優
先
整
備
路
線
に
選
定
さ
れ
な
か
っ
た

路
線
を
今
回
は
対
象
と
す
る
と
し
な
が
ら
、

基
準
は
概
成
道
路
の
拡
幅
有
効
性
と
か
代

替
え
可
能
性
が
あ
る
か
な
ど
と
あ
ら
か

じ
め
限
定
さ
れ
た
も
の
。
最
初
か
ら
検
証

対
象
か
ら
多
く
の
路
線
が
除
か
れ
て
い
る

市
議
会
建
設
環
境
委
員
会

小
金
井
市
は
市
内
に
あ
る
道
路
で
あ
り
、
必
要
性
の
検
証
す
べ
き
と
質
す

８
月
26
日
の
市
議
会
建
設
環
境
委
員
会

で
、
水
上
議
員
が
、
３
・
４
・
１
号
線
と

３
・
４
・
１
１
号
線
に
つ
い
て
、
都
の
計

画
道
路
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
市

と
し
て
判
断
す
べ
き
と
市
長
の
見
解
を
た

だ
し
ま
し
た
、
交
通
量
に
つ
い
て
、
市
民

団
体
が
国
交
省
と
同
じ
個
所
を
調
査
し
た

結
果
、
交
通
量
は
減
少
し
て
お
り
、
今
後
、

交
通
量
が
増
え
る
と
す
る
推
計
と
異
な
る

こ
と
を
示
し
て
、
東
京
都
が
第
四
次
事
業

化
計
画
の
理
由
と
し
た
根
拠
が
崩
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
。
市
民
団
体
の
調
査
デ
ー

タ
を
市
が
入
手
し
て
、
市
と
し
て
判
断
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
３
・
４
・
１
１
号
線
に
つ
い
て
、

小
金
井
か
ら
府
中
に
抜
け
て
い
く
の
に
必

要
と
言
っ
て
い
る
が
、
整
備
す
る
と
な
る

と
、
何
十
年
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
。
通

過
交
通
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
と
、
３
・

４
・
１
１
号
線
の
整
備
と
は
分
け
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

（
４
面
に
続
く
）

都
が
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
資
料
作
成
入
札

９
月
２
日
、
３
・
４
・
１
１
号
線
の
オ
ー

プ
ン
ハ
ウ
ス
の
資
料
作
成
業
務
が
発
注
さ
れ

ま
し
た

発
注
資
料
は

展
示
用
資
料
作
成
、
パ
ー
ス
作
成
、

概
要
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
原
稿
作
成
と

模
型
作
成

で
す
。

申
請
期
間
は
、
２
日
か
ら
９
日
ま
で

開
札
予
定
は
、
９
月
26
日
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小金井在住のジャーナリストの

山本俊明さんの都市計画道路に

関する本が出版される運びとな

りました。

第１部

僕の街に「道路怪獣」が来た（小金井市の道路騒動と総論）

どんぐりと民主主義＝小平市民の挑戦（ネット調査では反対が

多数だった）

ＰＩ幻想曲＝外環ＰＩの失敗、東京都の背信行為

戦争と道路（戦時法制が今も住民を苦しめる）

第２部

女達の道路戦争（３６道路の反

対運動の全貌、道路作りの在り方、

女性による市民革命の歴史）

第３部

「公共性思想」の再検討

本当のＰＩとは

見直し機運＝国交省と最高裁

ホタルと民主主義＝名古屋市の実験

ま
た
、
は
け
と
野
川
に
は
、
貴
重
な
動
植
物

が
生
息
し
、
在
来
種
の
遺
伝
子
の
宝
庫
で
あ
り
、

市
民
団
体
が
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
、

市
も
市
民
団
体
の
デ
ー
タ
を
共
有
し
て
自
然
保

護
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
は
、
交
通
量
調
査
デ
ー
タ
・

環
境
デ
ー
タ
を
入
手
で
き
れ
ば
入
手
し
た
い
と

答
弁
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
・
４
・
１
１
号
線

の
整
備
と
通
過
交
通
の
問
題
は
分
け
て
考
え
る

べ
き
と
の
指
摘
に
、
整
備
に
時
間
か
か
る
の
は

そ
の
通
り
な
の
で
、
通
過
交
通
対
策
は
一
定
必

要
と
答
弁
し
ま
し
た
。

「僕の街に『道路怪獣』が来た
＝現代の道路戦争」

市
議
会
の
９
月
定
例
会
で
、
２
０
２
０
年
度

に
次
期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
た
め
の
日
程
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
の

１
月
か
ら
基
礎
調
査
や
３
０
０
０
人
を
対
象
と

し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
す
る
と
と
も
に
町

内
検
討
委
員
会
と
策
定
委
員
会
で
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

パ
ブ
コ
メ
を
２
回
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
行
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
２
０
０
２
年
に

策
定
し
、
２
０
１
２
年
に
見
直
し
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
が
、
１
２
年
の
見
直
し
で
、
「
３
・

４
・
１
１
号
線
の
「
整
備
推
進
を
東
京
都
に
要

望
す
る
」
と
い
う
文
言
が
入
っ
た
が
、
当
該
の

住
民
に
は
知
ら
せ
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
き
た
。

６
月
の
市
議
会
で
、
坂
井
議
員
は
「
２
０
０

６
年
に
当
時
の
市
長
が
連
雀
通
り
以
南
を
は
け

と
野
川
を
突
き
切
っ
て
造
る
の
難
し
い
」
と
答

弁
し
て
い
た
の
に
、
「
な
ぜ
、
１
２
年
の
見
直

し
で
、
こ
の
文
言
が
入
っ
た
の
か
」
と
い
う
質

問
に
対
し
て
、
市
は
「
明
文
化
の
経
緯
は
不
確

か
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま
と
も
に
必
要
性
を

議
論
し
た
の
か
疑
問
で
す
。

小
金
井
市
が
次
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
計
画
の
日
程
公
表

森
戸
よ
う
子
事
務
所
が

「
在
り
方
基
本
方
針
案
」
で
説
明
会

８
月
３
日
、
森
戸
よ
う
子
事
務
所
が
、
都
市

計
画
道
路
在
り
方
の
検
証
対
象
と
な
っ
た
東
町

内
３
つ
の
路
線
な
ど
に
つ
い
て
、
小
金
井
市
に

説
明
を
要
請
し
近
隣
の
住
民
が
参
加
し
て
説
明

会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
未
整
備
の
１
０
本
の
都
市
計
画

道
路
は
、
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
説
明
。

こ
れ
に
対
し
、
住
民
か
ら
は
、
「
住
宅
地
に

道
路
必
要
な
い
」
「
商
店
街
に
道
路
作
っ
た
ら

商
売
成
り
立
た
な
い
」
な
ど
、
怒
り
の
意
見
が

続
出
し
ま
し
た
。

＜前回の世話人会以降の活動経過＞

8月8日 第42回世話人会:会報第41号発行

8月9日 会報第41号を市議会会派･市長に届ける

8月12日 東京都の「都市計画道路在り方基本方

針(案)」意見募集（パブコメ）終了

8月28日 多摩地区道路連絡会

8月31日 杉並市民学習会「杉並に広い道路は似合わない」

講演「道路を整備すればまちは衰退する」

8月31日 3・4・11号線住民の会世話人会

9月5日 第43回世話人会

＜今後の日程＞

10月3日 第44回世話人会

11月23･24日 第45回道路全国連・全国交流集会

＜これからの他地域の裁判＞

9月9日14時 東京外環道裁判（103号法廷）

9月18日11時30分 東京外環道青梅街道IC裁判

（522号法廷）

9月18日13時50分 世田谷106号控訴審判決（808

号法廷）

9月27日14時 品川29号線裁判（103号法廷）

10月8日11時30分 世田谷23号線裁判（808号法廷）

10月11日14時30分 リニア裁判（103号法廷）

10月12日13時30分 立川市民の会総会

10月17日14時 北区十条73号線裁判（103号法廷）

10月28日11時 北区大山26号線裁判（103号法廷）

10月28日14時30分 十条再開発裁判（103号法廷）

都市計画マスタープランスケジュールから

基礎調査・市民アンケート 2020年1月から

庁内検討委員会・策定委員会 20年1月から

市民説明会・パブコメ 21年1･2月と10･11月

中学生検討会 20年7･8月

市議会全員協議会・都市計画審議会20年12月か

ら3回

注：策定委員会は学識経験者・団体代表・

公募市民等となっています

著者 山本俊明さん

出版元：緑風出版

約３００頁 定価２２００円

新聞記者とその家族が

「市民目線」で、道路問題を

ＡＢＣから学んで、超高度な

議論（国家高権論）まで分か

りやすく解説。

購入希望の方は事務局までご連絡ください。

（４）



杉
並
の
市
民
団
体
「
杉
並
の
問
題
を
み
ん
な

で
考
え
る
会
」
が
区
内
の
三
つ
の
道
路
住
民

団
体
な
ど
と
協
力
し
て
市
民
学
習
会
「
杉
並

に
広
い
道
路
は
似
合
わ
な
い
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

龍
谷
大
学
の
服
部
圭
郎
教
授
（
前
明
治
学

院
大
教
授
）
が
、
「
道
路
を
整
備
す
れ
ば
ま

ち
は
衰
退
す
る
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。技

術
屋
と
し
て
建
設
省
に
入
庁
、
道
路
を

造
る
側
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
方
、
だ
が
、

日
本
の
道
路
行
政
に
疑
問
を
感
じ
、
民
間
に

転
じ
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
も
学
び
、
日
本

と
ド
イ
ツ
の
大
学
で
教
鞭
も
。

日
本
の
国
土
の
20
倍
で
、
車
社
会
の
ア
メ

リ
カ
と
日
本
の
道
路
の
維
持
管
理
費
が
同
じ
。

地
方
に
道
路
作
っ
て
も
、
栄
え
る
ど
こ
ろ
か

住
民
が
い
な
く
な
る
と
話
す
。

ド
イ
ツ
人
に
「
日
本
は
道
路
を
造
る
と
集

落
が
亡
く
な
る
」
と
話
す
と
、
「
そ
う
だ
ね
」

と
。
日
本
で
は
道
路
を
造
る
と
衰
退
か
ら
逃

れ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
人
は

そ
う
は
思
わ
な
い
。

群
馬
県
の
南
牧
村
は
道
路
を
整
備
し
て
集

落
が
な
く
な
っ
た
と
紹
介
。
地
方
消
滅
の
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
村
で
、
高
齢
化
率
も
日
本
一
。

道
路
が
で
き
て
か
ら
、
村
の
よ
ろ
ず
屋
が
な

く
な
り
、
買
物
は
隣
町
の
下
仁
田
へ
。
年
を

と
っ
た
ら
、
買
物
に
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。

村
会
議
員
は
「
道
路
造
っ
て
く
れ
と
の
要

望
だ
っ
た
が
、
出
来
た
ら
村
落
が
亡
く
な
っ

た
」
と
。

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
今
、
「
脱
自

動
車
を
模
索
し
、
歩
行
者
社
会
に
戻
そ
う
と

し
て
い
る
」
と
述
べ
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の

道
路
状
況
を
写
真
で
比
べ
、
パ
リ
で
は
市
街

地
か
ら
自
動
車
を
追
い
出
そ
う
と
し
て
い
る

こ
と
、
ア
メ
リ
カ
が
歩
行
者
優
先
に
進
み
始

め
て
い
る
実
態
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
で
の
道
路
整
備
の
異
常
さ
は
、
周
辺

環
境
を
悪
化
さ
せ
、
商
店
街
を
廃
れ
さ
せ
、

歩
行
者
は
自
転
車
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
な

ど
を
指
摘
し
、
都
内
の
商
店
街
や
駅
前
な
ど

の
道
路
造
っ
て
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
事
例

が
多
数
示
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
後
、
西
荻
窪
駅
北
口
か
ら
青
梅
街
道

ま
で
商
店
街
を
拡
幅
す
る
補
助
１
３
２
号
線
、

阿
佐
ヶ
谷
の
南
の
青
梅
街
道
と
五
日
市
街
道

の
間
の
住
宅
街
を
突
っ
切
る
補
助
１
３
３
号

線
、
高
円
寺
駅
北
口
の
純
情
商
店
街
を
貫
く

補
助
２
２
７
号
線
な
ど
の
住
民
団
体
か
ら
発

言
。西

荻
の
会
は
、
昨
年
９
月
の
説
明
会
で
計

画
を
知
っ
て
か
ら
活
動
。
今
年
１
月
に
は
60

人
集
ま
っ
て
集
会
、
保
守
系
の
議
員
も
参
加
。

署
名
も
３
８
０
０
筆
に
。
と
こ
ろ
が
区
長
は
、

「
俺
は
や
る
と
言
っ
た
ら
や
る
。
昭
和
41
年

に
決
ま
っ
た
こ
と
だ
か
ら
」
「
賛
成
の
人
と

は
会
う
が
、
反
対
の
人
に
は
会
わ
な
い
」
と

住
民
に
暴
言
。

阿
佐
谷
の
南
の
会
で
は
、
立
ち
退
き
が
１

０
０
軒
。
な
ん
で
、
こ
こ
が
対
象
に
な
る
の

か
と
思
っ
た
ら
、
区
が
東
京
都
に
「
こ
こ
に

し
て
く
れ
」
と
要
望
し
た
と
い
う
。
議
会
へ

の
陳
情
書
が
今
、
２
６
０
０
筆
、
こ
れ
を
５

０
０
０
筆
ま
で
し
た
い
。
杉
並
以
外
の
人
も

含
め
て
集
め
て
い
ま
す
。

杉
並
で
道
路
市
民
学
習
会

講
演
「
道
路
を
整
備
す
れ
ば
ま
ち
は
衰
退
す
る
」

７
月
30
日
の
東
京
地
裁
１
０
３
号
法
廷
、

原
告
代
理
人
の
弁
護
士
が
、
延
焼
遮
断
帯
計

画
に
つ
い
て
準
備
書
面
に
基
づ
き
、
陳
述
し

ま
し
た
。
こ
の
準
備
書
面
は
、
中
村
八
郎
さ

ん
が
東
京
都
の
延
焼
遮
断
帯
計
画
に
つ
い
て

作
成
し
た
意
見
書
を
元
に
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。陳

述
で
は
、
第
一
に
、
市
街
地
火
災
に
よ

る
延
焼
拡
大
は
、
酒
田
大
火
（
１
９
７
６
年
）

や
糸
魚
川
大
火
（
２
０
１
７
年
）
で
確
認
さ

れ
た
よ
う
に
飛
び
火
に
よ
っ
て

次
々
に
出
火
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
東
京
都
の
計
画
は
こ
れ
を

無
視
し
て
い
る
。
道
路
の
幅
が

広
く
て
も
飛
び
火
を
防
ぐ
こ
と

は
で
き
な
い
。

第
二
に
、
都
は
23
区
内
を
延

焼
遮
断
帯
に
よ
っ
て
７
０
０
の

ブ
ロ
ッ
ク
を
設
定
し
て
、
火
災

を
封
じ
込
め
る
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
火

災
が
起
き
て
も
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
延
焼
を
防

止
す
る
こ
と
に
な
ら
ず
、
ま
た
、
多
数
の
ブ

ロ
ッ
ク
で
火
災
が
発
生
す
れ
ば
遮
断
帯
は
、

意
味
を
持
た
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
ま
し

た
。中

村
さ
ん
の
意
見
書
は
本

文
約
３
万
字
に
及
ぶ
た
め
、

裁
判
で
は
要
点
が
弁
護
士
か

ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

板
橋
・
大
山
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
補
助
１
０
３
号
線
裁
判

延
焼
遮
断
帯
計
画
で
中
村
八
郎
さ
ん
の
意
見
書
に
基
づ
く
意
見
陳

小
平
３
・２
・８
号
線

最
高
裁
に
上
告

小
平
３
・２
・８
号
線
の
原
告
団
は
７

月
25
日
の
東
京
高
裁
の
判
決
に
対
し
、

こ
れ
を
不
服
と
し
て
８
月
６
日
最
高
裁

に
上
告
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
っ
て
、
８
月
３
日
に
原
告

団
総
会
を
開
き
、
満
場
一
致
で
上
告
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

（３）



８
月
１
日
、
赤
羽
駅
か
ら
西
方
向
に
住

宅
街
を
貫
い
て
赤
羽
自
然
観
察
公
園
を
分

断
す
る
補
助
86
号
線
（
赤
羽
西
）
の
裁
判

で
、
原
告
側
弁
護
団
か
ら
「
延
焼
遮
断
帯

は
役
に
た
た
な
い
」
こ
と
を
立
証
す
る
準

備
書
面
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
意
見
陳
述
が

行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
証
拠
と
し
て
提
出
し
た
意
見

書
（
防
災
問
題
専
門
家
の
中
村
八
郎
さ
ん

作
成
）
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

準
備
書
面
で
は
、
①

東
京
都
は
市
街

地
火
災
を
輻
射
熱
の
み
考
慮
し
、
「
飛
び

火
」
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
、
②

地
震

時
の
火
災
は
、
通
常
火
災
と
異
な
り
、

「
同
時
多
発
」
と
な
る
た
め
、
市
街
地
を

道
路
で
ブ
ロ
ッ
ク
化
す
る
延
焼
遮
断
帯
計

画
は
意
味
を
持
た
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
過
去
の
大
火
、
木
造
密

集
市
街
地
の
防
災
対
策
の
問
題
を
指
摘
。

ま
た
、
市
街
地
火
災
と
「
飛
び
火
」
や
、

戦
後
の
地
震
火
災
と
し
て
、
福
井
地
震
、

新
潟
地
震
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
に
も
触
れ
、
出
火
件
数
と
出
火

点
、
気
象
状
況
も
踏
ま
え
、
市
街
地
に
お

け
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
化
」
は
、
火
災
発
生
が

少
な
い
場
合
は
有
効
だ
が
、
多
数
の
ブ
ロ
ッ

ク
で
火
災
が
発
生
す
れ
ば
無
意
味
で
、
と

く
に
東
京
の
よ
う
な
密
集
地
で
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
す
べ
て
の
区
画

か
ら
出
火
す
る
可
能
性
が
十
分
あ
り
う
る

と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
一
つ
の
防
火
ブ
ロ
ッ
ク
広
さ

が
過
大
（
中
学
校
校
区
程
度
65
ha
）
で
あ

り
、
こ
れ
は
目
的
を
異
に
す
る
都
市
計
画

道
路
網
を
遮
断
帯
に
転
用
し
た
こ
と
に
あ

る
と
指
摘
し
た
。

準
備
書
面
は
23
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
の
で
、

紹
介
は
一
部
だ
け
に
な
っ
て
い
る
が
、
道

路
裁
判
で
、
「
延
焼
遮
断
帯
」
に
つ
い
て
、

こ
れ
だ
け
の
意
見
は
こ
れ
ま
で
、
な
か
っ

た
こ
と
と
い
う
。

つ
い
で
、
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
、
計
画

道
路
地
が
住
宅
街
で
あ
る
こ
と
、
が
け
地

で
あ
っ
て
、
道
路
建
設
が
困
難
な
場
所
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
示
し
た
。

さ
ら
に
別
の
準
備
書
面
で
、
道
路
予
定

地
が
、
稲
付
城
跡
や
静
勝
寺
の
歴
史
的
価

値
や
景
観
、
赤
羽
自
然
観
察
公
園
の
自
然

環
境
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
自
然
観
察
公
園
に
は
、
湧

き
水
、
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
あ
り
、
池
の
真

上
の
が
け
の
上
に
道
路
を
作
れ
ば
湧
き
水

へ
の
影
響
は
必
至
で
あ
り
、
公
園
が
こ
の

湧
き
水
を
生
か
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
自
然
保
全
を
う
た
っ
た
都

市
計
画
法
に
違
反
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。

報
告
集
会
で
、
東
京
都
が
作
成
し
た
図

面
は
、
平
面
図
の
み
で
、
高
低
差
の
大
き

い
こ
の
地
域
を
通
す
道
路
の
立
体
図
面
も

構
造
図
も
な
い
と
報
告
さ
れ
、
こ
こ
に
道

路
作
る
こ
と
は
可
能
か
と
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
東
京
都
は
ト
ン
ネ
ル
を
作
る
と
い
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
ト
ン
ネ
ル
か
も

示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

予
算
も
こ
れ
で
は
い
い
加
減
で
、
東
京

都
は
予
算
も
、
施
工
期
間
も
後
で
変
更
す

れ
ば
可
能
と
主
張
し
て
い
る
と
い
う
。

ほ
ん
と
う
に
ひ
ど
い
話
で
す
。

赤
羽
８
６
号
線
の
裁
判

意
見
書
「
延
焼
遮
断
帯
は
役
に
た
た
な
い
」
に
基
づ
き
意
見
陳

小金井市議会が６月24日、西岡市長に意見交換会の継続開催に働きかけを求める決議を賛

成１６、反対７で可決しました。

-------------------------------------------------------

西岡市長に、東京都へ「都市計画道路３・４・１１号線に関する

意見交換会の継続開催」の働きかけを求める決議

東京都は、都市計画道路３・４・１１号線に関する意見交換会について、２０１９年 2 月8 日を最後

に今後開催しない意向を示した。この間、市議会は東京都に意見交換会の継続開催及び建設の

是非について意見交換できる場の設定を求める意見書を送付してきた。また、市長が東京都に

提出した同様の要望書に対し、東京都はオープンハウス型の説明会の一環として、意見交換の機

会を設けると回答したところである。

しかし、東京都がここで回答していることは、オープンハウス型の説明会の一環として、意見

交換会参加者と意見交換をすることを意味するものであって、これまでの東京都の方針から特

に変化はない。この東京都からの回答に対し、市長は一定の評価をされている見解を表明してい

るが、成果が乏しかったという認識に立っていないことは非常に残念である。

意見交換会に参加してきた市民が求めてきたことは、対話を軸とした意見交換の場であり、そ

れはオープンハウス型の説明会の一環で行うものではなく、別の場で行うこれまでの意見交換

会の継続である。

よって、小金井市議会は、市長に対し、オープンハウス型の説明会の開催とは別に、対話の場

として設定したはずの意見交換会の再度の開催及ぴ建設の是非について意見交換できる場の

設定を求めるよう東京都への働きかけを要望するものである。

以上、決議する。

令和元年６月２４日

小金井市議会

（２）


